
安全・安心でみんなが元気に暮らせるまちづくり

平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 東郷町

①耐震性貯水槽の設置数を21箇所（Ｈ26）から23カ所に増加
②町内の小・中学校における防災備蓄倉庫の設置数を1箇所（Ｈ26）から9箇所へ増加

（H27当初） （H29末） （H31末）

①耐震性貯水槽設置率

A１　基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円） 策定状況

A-1 都市防災 一般 東郷町 直接 東郷町 - 耐震性貯水槽（公園２箇所） 23 －

A-2 都市防災 一般 東郷町 直接 東郷町 14 －

小計（基幹事業） 37
Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 道路 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 種別 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円） 策定状況

策定済

未策定

小計（道路事業） ・・・ －

小計（都市防災・公園事業） ・・・ －

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円）

C-1 施設整備 一般 東郷町 直接 東郷町 9

小計 9

番号 一体的に実施することにより期待される効果

C-1 A-2と一体に整備することにより、被災時における避難施設の防災対応力向上を図る。

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計 ・・・

番号

都市防災総合推進事業
（防災まちづくり拠点施設整備）

　本町は、名古屋都市圏の東部を南北に延びる尾張丘陵の一角に位置し、北東部の丘陵を最高点として西南方向に低くなる起伏に富んだ地形です。町域南部の低地部を境川が流れ,東部には緑の豊かな丘陵地が広がり、前川や春木川などの小河川が境川に流下しています。町の北東部には人口池の愛知池が造られ、愛知用水
が西方に流れています。また、本町は平成１５年に東南海・南海地震防災対策推進地域、平成１６年に東海地震に係る地震防災対策強化地域に指定されており、同地震が発生した場合の最大震度は６強と予測されています。このため災害時には、住宅等の建物倒壊や火災発生等の被害が想定されています。このような中、
地震や風水害などの災害に対して、人々の防災意識が高まっており、これからも引き続き子どもたちや高齢者を守りすべての住民がいつまでも住み続けたいまちづくりを進めていきます。今回の計画では消防水利の充実や災害発生時の生活用水等の利用を図るために耐震性貯水槽の整備や、災害時に避難所となる町内小中
学校への防災備蓄倉庫の整備を進めます。

防災用資機材整備事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名 事業内容

防災用資機材の整備(浄水器、リヤカー、発電機等）

省略

工種

東郷町

市町村名

事業者

事業内容事業者 要素となる事業名

都市防災総合推進事業
（地区公共施設整備）

事業実施期間（年度）

事業内容

東郷町

市町村名

事業実施期間（年度）

事業及び
施設種別

備考

費用便益比

一体的に実施することにより期待される効果

要素となる事業名

平成３０年７月２７日

100%

16%

77.8%

（参考様式２）社会資本総合整備計画（防災・安全交付金）
計画の名称

交付対象

計画の目標

計画の期間

　　定量的指標の定義及び算定式

　　計画の成果目標（定量的指標）

当初現況値
備考

定量的指標の現況値及び目標値

最終目標値

重点配分対象の該当

Ｂ Ｃ

17%15%

備考

中間目標値

46百万円全体事業費

②町内の小・中学校における防災備蓄倉庫設置率 11.1%

9百万円－

番号

交付対象事業

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

Ａ 37百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

番号

番号

備考

Ｄ － 20%

費用便益比

防災備蓄倉庫（避難所８箇所） 東郷町

市町村名

備考

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

備考

備考


